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◎トピックス 准フォレスターの育成がはじまりました
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森
林
・
林
業
の
再
生
に
向
け
た
重
要
な
取
組
の
一
つ
に
、
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
等
の
人
材
育
成
が
あ
り
ま
す
。

　

林
野
庁
で
は
、
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の
育
成
を
目
指
し
て
、
今
年

度
か
ら
研
修
を
は
じ
め
ま
し
た
。

フォレスター制度の
詳細設計

フォレスター資格試験
の検討

・フォレスター資格試験の実施
・フォレスターの認定

准フォレスター育成
の研修・実務経験

准フォレスター育成
の研修・実務経験

准フォレスター育成
の研修・実務経験

准フォレスター育成の研修
・実務経験

都道府県、国の職員を准フォレスターとして活用（1.5～ 2千人を研修により確保）

市町村行政への支援
・市町村森林整備計画の策定
・森林経営計画（仮称）の認定（Ｈ24年度～）
・森林施業プランナーへの指導･助言

Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度 5年後（Ｈ27年度） 10年後（Ｈ32年度）

レ
ビ
ュ
ー
の
実
施

○市町村の行政をサ
ポートするフォレス
ター、（中略）、林業
再生に必要な人的資
源が充実

○フォレスター
　2～3千人
  （略）

森林･林業再生プラン実行プログラム（工程表）［抜粋］

資料：「森林・林業の再生に向けた改革の姿」（平成22年11月 森林・林業基本政策検討委員会最終とりまとめ）

6. 人材育成
①フォレスター制度の創設

■
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
と
は

　

政
府
は
10
年
後
の
木
材
自
給
率
50
％
以
上
の

実
現
を
目
指
し
、
適
切
な
森
林
施
業
の
確
保
、

施
業
集
約
化
の
推
進
、
路
網
の
整
備
な
ど
森

林
・
林
業
の
再
生
に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の
自
然
的
・
社
会
経

済
的
条
件
を
踏
ま
え
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て

現
在
の
森
林
資
源
を
ど
の
よ
う
に
利
用
・
保
全

し
て
い
く
の
か
し
っ
か
り
と
し
た
構
想
を
立
て

る
こ
と
、
そ
の
構
想
の
検
討
・
作
成
・
実
現
に

当
た
っ
て
森
林
所
有
者
を
は
じ
め
と
す
る
地
域

の
関
係
者
の
間
で
合
意
形
成
を
図
っ
た
上
で
取

組
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

  

具
体
的
に
は
、
市
町
村
の
作
成
す
る
市
町
村
森

林
整
備
計
画
を
地
域
の
森
づ
く
り
の
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
の
策
定
と
実
行

を
通
じ
て
、
森
林
・
林
業
の
再
生
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
森
林･

林
業
に
関
す
る
専
門

的
な
知
識
を
も
っ
た
職
員
が
配
置
さ
れ
て
い
る
市

町
村
は
少
な
く
、
専
門
知
識
・
技
術
等
の
面
で
一

定
の
資
質
を
有
し
た
人
材
が
市
町
村
を
支
援
す
る

仮想集約化団地の現地踏査（路網計画検討・隘路の確認）
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■
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の
育
成

　

今
年
度
か
ら
開
始
し
た
准
フ
ォ
レ
ス

タ
ー
研
修
に
は
、
全
国
７
ブ
ロ
ッ
ク
で

計
２
週
間
、
都
道
府
県
職
員
及
び
国
有

林
職
員
あ
わ
せ
て
約
４
５
０
名
が
受
講

予
定
で
す
。

　

こ
の
研
修
は
、
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
が

現
場
で
活
動
す
る
た
め
に
必
要
な
基
本

的
な
考
え
方
や
知
識
、
そ
し
て
何
よ
り

も
地
域
の
森
林
・
林
業
を
再
生
さ
せ
よ

う
と
す
る
心
構
え
を
身
に
つ
け
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
講
師
か
ら
知
識
や
情
報
を
一

方
的
に
伝
達
す
る
と
い
っ
た
研
修
で
は

な
く
、
研
修
生
が
、
研
修
生
同
士
あ
る

い
は
講
師
と
の
議
論
を
通
じ
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
准
フ
ォ
レ

ス
タ
ー
の
活
動
の
姿
を
自
分
な
り
に
考

え
、
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
現
地
で

の
議
論
な
ど
対
話
型
の
研
修
を
主
体
と

し
て
い
ま
す
。

　

本
研
修
を
受
講
し
た
職
員
は
、
11

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
を
担
う
人
材
を「
フ
ォ
レ
ス

タ
ー
」と
し
て
育
成
し
、
平
成
25
年

度
か
ら
の
資
格
認
定
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

一
方
で
、
今
般
の
森
林
法
改
正
に
伴

う
新
た
な
森
林
計
画
制
度
に
対
応
す
る

た
め
、
将
来
の
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
候
補
者

を
対
象
と
し
て
研
修
を
実
施
し
、
そ
の

修
了
者
が「
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
」と
し
て

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
に
準
じ
た
役
割
を
当
面

担
っ
て
い
き
ま
す
。

月
以
降
、
更
に
通
信
研
修
等
を
受
講

し
て
、
必
要
な
知
識
等
を
補
完
す
る

予
定
で
す
。

　

今
後
、
研
修
内
容
の
改
善
を
図
り
な

が
ら
、
５
年
後
ま
で
に
１
千
５
百
人
〜

２
千
人
の
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の
育
成
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

（
参
考
）日
本
型
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
育
成
研

修
事
業
サ
イ
ト

 h
ttp
://rin

g
yo
u
-fc
.o
r.jp

/
index.htm

l

准フォレスター研修
演習：グループ演習①「森林施業の実行監理演習」
場所：利根沼田森林管理署
講師：林野庁国有林野部業務課　鶴園重幸 企画官

　関東ブロックの参加者は都道府県職員が 22名、国有林
職員が 2名の計24名でした。
　第二日目の 4班にわかれたグループ演習では、森林施業
プランナーに対し、支援、指導・助言する際に必要な視点
を養うことを目的に年間事業計画／コストの算出、施業計
画／路網計画の確認、作業システムの改善策、販売方法の
４つの課題演習が行われました。
　路網計画では、グループごとに国有林をベースにした仮想
集約化団地に対して、森林施業プランナーが策定した路網計
画に問題がないかの確認作業が行われました。想定した１０
のチェックポイント以外にも参加者からの貴重な指摘があ
り、講師の鶴園企画官が感心する場面もありました。
　鶴園企画官は、「准フォレスター研修を受けた方は、そ
れぞれの地域において森林・林業再生プランを実践する牽
引者になりうる人材であり、実際の現場で活躍してくれる

ことを願っています。そ
のためにも日々研鑽し
て、知識・技術を身につ
けていってほしいと思い
ます。」と話してくれまし
た。

グループ演習：路網計画

※現場技能者
・フォレストマネージャー（統括現場管理責任者）等　→　高い生産性・安全性を確保しながら林業の現場作業ができる技能者
・森林作業道作設オペレーター　→　現地の条件に応じて森林作業道を作設できる技能者

市町村

市町村森林整備計画作成や森林経営
計画の認定など、市町村の森林・
林業行政を技術面で支援

国
（国有林）
職員

都道府県
職員

准フォレスター

市町村
職員

市町村
森林整備計画

作成

認
定

研修

相
談

作成

森林経営計画

計画作成
を委託

計画作成
を提案

施業の
提案・受託

森林経営計画に
基づく施業の監理

現場技能者
※

（計画実行の
中核を担う者）

森林施業
プランナー

（計画作成の
中核を担う者）

森林経営の主体
（森林組合、民間事業体、

森林所有者等）

施業実行の主体
（森林組合、民間事業体、

森林所有者等）
森
林
所
有
者

指
導
・
助
言

准フォレスター及び森林施業プランナー等の役割


